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藤の うら 葉 
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與謝野 晶子 訳 



ふぢば なの もとの 根ざし は 知らね ども 

枝 を か はせ る 白と 紫 (晶子) 

六 条院の 姫君が 太子の 宫 へ はいる 仕度で だれも 繁忙 

をき わめて いる 時に も、 兄の 宰相 中将 は 物思いに とら 

われて いて、 ぼんやりと している ことに 自身で 気がつ 

いていた。 自身で 自身が わからない 気 もす る 中将で 

あった。 どうして こんなに 執拗に その 人 を 思って いる 

のであろう、 これほど 苦しむ ので あれば、 二人の 恋愛 

を 認めて よいと いう ほどに 伯父が 弱気に な つてい る こ 



とも 聞いて いたので あるから、 もうず つと 以前から 進 

んで 昔の 関係 を 復活 さえさせれば よか つたので ある。 

しかしで きる ことなら、 伯父の ほうから 正式に 婿と し 

て 迎えようと 言つ て 来る日まで は 昔の 雪辱の ために 

はんもん くもい かリ 

待って いたいと 煩悶して いるので ある。 雲井の 雁の ほ 

うで も 父の 大臣の 洩らした 恋人の 結婚 話から 苦しい 物 

思い をして いた。 もしも そんな ことにな つたなら もう 

永久に 自分な ど は 顧みられな い であろうと 思う と 悲し 

かった。 接近 をしょう と はせ ずに、 しかも この 二人の 

している の は 熱烈な 相思の 恋であった。 内大臣 も 甥の 

価 K をし いて 認めよう とせずに、 結婚 問題に は 冷淡な 



き 合うな がめ を、 もてはやし もせずに 過ごして しまう 

のが 残念に なって、 音楽の 遊び を 家でした 時に、 藤の 

花が 夕方に な つてい つ そう 鮮明に 美しく 見える からと 

いって、 長男の 頭 中将 を 使いに して 源 中将 を 迎えに 

やった。 

「極楽 寺の 花 蔭で はお 話 も ゆ つ くりとす る 間の ありま 

せんでした ことが 遺憾で なりませんでした。 それでも 

ひ ま 

しお 閑暇が あるよう でしたら お いでく ださいません 

ゝ I 

力」 

というの が 大臣の 伝えさせた 言葉で ある。 手紙に は、 



を 見て 大臣 は 機嫌よ く はしゃぎ 出して 「藤の うら 葉の」 

(春 日 さす 藤の うら 葉の うちとけて 君し 思 はば われ も 

と-つの 

頼まん) と 歌った。 命ぜられて 頭 中将が 色の 濃い、 こ 

とに 房の 長い 藤 を 折って 来て 源 中将の 杯の 台に 置き 添 

えた。 源 中将 は 杯 を 取った が、 酒の 注がれる 迷惑 を 顔 

に 現わして いる 時、 大臣 は、 

紫に かごと はか けん 藤の 花 まつより 過ぎて うれた 

けれども 

と 歌った。 杯 を 持ちながら 頭 を 下げて 謝意 を 表した 



源 中将 はよ い 形であった。 

ひも あ 

いく 返り 露け き 春 をす ぐし きて 花の 紐と く 折に 逢 

、< ；- らん 

と 歌った 源 中将 は 杯 を 頭 中将に さした。 

た を やめの 袖に まが へ る 藤の 花見る 人から や 色 も 

まさらん 

頭 中将の 歌で ある。 二 男 以下に も その 型で 杯が まわ 



じょうず 

上手に 声 を 添えた。 おもしろい 夕月夜の 藤の 宴に 宰相 

中将の 憂愁 は 余す 所な く 解消され た。 夜が ふけてから 

源 中将 は 酔いに 悩む ふう を 作つ て、 

「あまり 酔って 苦しくて なりません。 無事に 帰りうる 

自信 も 持てません から あなたの 寝室 を 拝借で きません 

ゝ I 

力」 

と 頭 中将に 言って いた。 大臣 は、 

あそん としょり 

「ねえ 朝臣、 寝床 を どこかで 借りなさい。 老人 は 酔つ 

ぱら つ てし ま つ て 失礼 だからもう 引き込む よ」 

と 言い捨てて 居間の ほうへ 行って しまった。 頭 中将 



「花の 蔭の 旅寝です ね。 どうです か、 あとで 迷惑に な 

る 案内 役で はない かしら」 

「寄り かかつ て 松と 同じ 精神で 咲く 藤な のです から、 

これ は 軽薄な 花な ものです か。 とにかく そんな 縁起で 

もない 言葉 は 使わないで おきましょう」 

と 言って、 中将の 先導 をな お求める 宰相 中将で あつ 

た。 頭 中将 は 負けた ような 気がしないでも なかった が、 

源 中将 は りっぱな 公子であった から、 ぜひ 妹との 結婚 

を 成立 させたい と は， J の 人の 念願 だ つたこと であって、 

満足 を 感じながら 従弟 を 妹の 所へ 導いた。 宰相 中将 は 

こうした 立場 を 与えられ るに 至った 夢の ような 運命の 



くもい かり 

変わりよう にも 自己の 優越 を 感じた。 雲井の 雁 はすつ 

かリ 恥ずかしがって いるので あつたが、 別れた 時に 比 

さじよ 

ベ て さらに 美しい 貴女に なって いた。 

「みじめな 失恋 者で 終わらなければ ならな か つた 私が、 

こうして 許し を 受けて あなたの 良人に なリ 得た の は、 

あなたに 対する 熱誠が しから しめたので すよ。 だのに 

あなた は 無関心に 冷ややかに してお いでになる」 

と 男 は 恨んだ。 

あしがき 

「少将の 歌われた 『葦 垣』 の 歌詞 を 聞きました か。 ひ 

か はぐち がき 

どい 人 だ。 『河口の』 (河口の 関の あら 垣 や 守れ どもい 

でて わが 寝ぬ や 忍び 忍びに) と 私 は 返しに 謡いた かつ 



して 扱われる 気がした。 これ は 右近の 丞で 宰相 中将 

の 手 もとに 使つ ている 男で あ つ た。 

源氏 も 内大臣 邸であった 前夜の こと を 知った。 宰相 

中将が 平生よりも 輝いた 顔 をして 出て 来たの を 見て、 

I 今朝 はどうし たか、 もう 手紙 は 書いた か。 聡明な 人 

も 恋愛で は 締まりの な いこと をす るよう にもなる もの 

だが、 最初の 関係 を 尊重して、 しかも あくせくと あせ 

リ もせず 自然に 解決され る 時 を 待って いた 点で、 平凡 

人で ない こと を 認める よ。 内大臣が あまりに 強硬な 態 

度 をと リ 過ぎて、 ついに はすつ かり 負けて 出た という 

ことで 世間 は问 かと 評 をす るだろう。 しかし あまり 優 



と 遠目に も 知れる ほど 華奢が 尽くされ てあつた。 源氏 

ちゅうぐう み やすど ► J ろ 

は 中宮の 母君で ある、 六 条の御 息 所の 見物 車が 左大 

あお い 

臣 家の人々 のために 押し こわされた 時の 葵祭り を 思 

い 出して 夫人に 語って いた。 

「権勢 をた のんで そうした こと をす るの はい やなこと 

だね。 相手 を 見くびった 人 も、 人の 恨みに たたられた 

ようにな つ て 亡くな つ てし ま つたので すよ」 

あいまい 

と 源氏 は その 点 を 曖昧に 言つ て、 

「残した 人 だって どうだろう、 中将 は 人臣で 少しずつ 

出世が できるだけの 男 だが、 中宮 は 類のない 御身 分に 

なって いられる。 その 時の ことから 言えば 何とい う 変 



い 涙であった。 今まで いろいろな 場合に 悲観して 死に 

たい 気の した 命 も、 もっとも つと 長く 生きねば ならぬ 

と 思うよう な、 朗らかな 気分になる ことができて、 い つ 

さいが 住吉の 神の 恩恵で あると 感謝され るので あった。 

理想的な 教養が 与えられ てあつて、 足りない 点な ど は 

何もない と 見える 姫君 は、 絶大な 勢力の ある 源氏 を 父 

としてい る ほかに、 すぐれた 麗質 も 備えて いる ことで、 

若く いらせられる 東宫 では あるが こ の 人 を 最も 御 

あいちょう みやす ど - J ろ 

愛寵 あそばされた。 東宮に 侍して いる 他の 御 息 所 付 

きの 女房な ど は、 源氏の 正 夫人で ない 生母が 付き添つ 

きず うわさ 

て いる ことをこの 御 息 所の 瑕の ように 噂 する ので あ 



も 苔 生 ひに けり 

めのと 

この 歌 を 告げた。 中納 言の 乳母の 宰相の 君 は、 あの 

当時の 大臣の 処置に 憤慨して、 今 も 恨めしが つてい る 

のであった から、 得意な 気持ちで 大臣に 言った。 

いづれ を も 蔭と ぞ 頼む 一 一葉より 根ざし か はせ る 松 

の 末々 

マ J の 感想が どの 女房の 歌に も 出て くるの を 中 納言は 

快く 思った。 雲井の 雁 はむ やみに 顔が 赤くな つて 恥ず 



のでな く、 感じの よい ほどの 奏楽の 前で 御所の 侍 童た 

す ざく もみじ 

ちが 舞った。 朱 雀院の 紅葉の 賀の 日が だれに も 思い出 

がおう お 'V 

された。 「賀王 恩」 という 曲が 奏されて、 太 政 大臣の 子 

息の 十 歳ぐ らいの 子が 非常に おもしろく 舞った。 帝 は 

御衣 を 脱いで 賜い、 父の 太 政 大臣が 階 前で お礼の 舞踏 

をした。 主人の 院は お折らせ になった 菊 を 大臣へ ぉ授 

けになる ので あつたが、 青 海 波の 時 を 思い出し ておい 

でに なった。 

まがき そで 

色 まさる 籬 の 菊 も をり をり に 袖 打ち かけし 秋 を 

恋 ふらし 
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